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このドキュメン トについて

このドキュ メン トには、 本リ リースにおける機能や拡張機能に関する情報が記載されて

います。 こ こでは本ソフ ト ウェアの全般的な使用手順は説明していません。 前のリ リー

スから新たに加わった機能や変更点を簡潔に説明するこ とを目的と しています。

この Zen 製品には以下のよ うなエディシ ョ ンのデータベース  エンジンがあ り ます。

• Enterprise Server

• Cloud Server

• Workgroup

Zen ドキュ メン ト全体を通して、 特に異なる点を明記していない限り、 その内容は 3 つ

のエディシ ョ ンすべてに共通しています。 Zen Workgroup のみを対象と した記述もあ り

ます。 特に示されていない限り、 Enterprise Server に当てはまる説明は Cloud Server にも

適用されます。

Zen には、 データベース  エンジンだけでなく リモート  エンジンにアプリ ケーシ ョ ンか

らアクセスできるよ うにする以下のク ライアン ト  エディシ ョ ンが用意されています。

• Client

• Client Reporting Engine

Zen ドキュ メン ト全体を通して、 特に異なる点を明記していない限り、 アクセス方法に

関するすべての内容はクライアン ト  エディシ ョ ンとエンジン エディシ ョ ンの間で共通

しています。
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Zen v16 SP1 の新機能

Zen v16 SP1 のリ リース、 バージ ョ ン 16.10 では、 以下の新機能と変更が含まれていま

す。

• SQL を使用したテーブル列のマスキング

• SQL クエリ  ログ

• その他の改善

• ト ラブルシューテ ィング ユーティ リテ ィ

• Apache Kafka コンテナ用の Zen Kafka JDBC Dialect

• SQLAlchemy のサポート

• サポート されるプラッ ト フォームと廃止予定の機能

• 修正履歴と既知の問題の記録

• ドキュ メン ト

このドキュ メン トは、 リ リース後にも更新される可能性があ り ます。 最新バージ ョ ン

は、 弊社 Web サイ トからご参照ください。 

SQL を使用したテーブル列のマスキング

データベースのセキュ リ ティを強化するために、 Zen v16 SP1 は SQL におけるデータの

マスキングをサポート しており、 データ閲覧権限のないユーザーからはデータが見えな

いよ うにするこ とができます。 データ閲覧権限のないユーザーに対しては、 クエ リ結果

の列内容のみがマスク された値に置き換えられ、 元のテーブルが変更されるこ とはあ り

ません。 詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の Zen データベースのデータ

マスキングを参照してください。

SQL クエリ  ログ

Zen v16 SP1 はクエリのロギング機能を導入しており、 クエ リ遅延が見られる  SQL クエ

リの実行を特定できるよ うにするこ とで、 パフォーマンスのボ トルネッ クの検出に役立

ちます。 新しい設定 ［クエ リ  ログのしきい値］ の機能および低速クエリの分析に関す

るガイダンスについては、 『Advanced Operations Guide』 の SQL クエリ  ログで説明して

います。

https://www.agtech.co.jp/products/actian/docs_portal/
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その他の改善

Zen v16 SP1 では、 いくつかの厳選された改善点と修正を提供しており、 その中で特に

注目すべき点は以下のとおりです。

• 物理的に連続したレコードが大量に削除され、 データがまばらな （断片化） 状態に

なったファイルは、 データベースのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があ り

ました。 本リ リースでは、 Zen ファ イル バージ ョ ン 16.0 形式を使用しているデータ  
ファイルにおいて、 大幅なパフォーマンスの向上を実現しました。

• Rebuild ツールや Defragmenter ツールを実行する と、 L1 キャ ッシュのページが大量

に使用されます。 ツールの実行終了後もキャ ッシュの使用量が正常値に戻らず、 パ

フォーマンスを低下させる場合があ り ました。 本リ リースにて、 この問題は修正さ

れました。

ト ラブルシューティング ユーティ リティ

Zen v16 SP1 のリ リースに伴い、 ト ラブルシューティング用の新しいユーティ リ ティ群

が提供されます。 これらのツールを利用するこ とで、 Zen データベース管理者、 開発

者、 および信頼性エンジニアは、 Zen エンジンのデータを収集し、 Zen データベースの

動作の監視や分析 （特にパフォーマンス問題の特定） を行う こ とが可能になり ます。

これらのツールは Zen 本体には同梱されておらず、 個別のダウンロード と して提供さ

れます。 各ツールにはドキュ メン ト と リ リース  ノートが付属しています。

• MKDE Trace Converter は、 MicroKernel Database Engine （MKDE） の ト レース  ログを

処理し変換するために設計された Python ベースのツールです。 これらの複雑な低レ

ベル ログを、 スプレッ ドシートでの分析に適した、 人間が読み取れるタブ区切り形

式 （.csv） ファ イルに変換します。

• Query Plan Converter は、 バイナリ  クエ リ  プラン ファ イル （.qpf） を人間が読み取れ

る  .xml ファイルに変換する、 Python ベースのツールです。 

• SQL Log Converter は Python ベースのログ ツールであ り、 Zen データベース  エンジ

ンの SQL クエ リ  ログ ト レース  ファ イルに基づいて SQL クエ リ  ログの要約や TSV 

変換を生成します。 また、 Python の tqdm が提供する進捗メーターの機能も備えて

います。

• Zen Engine Statistics は、 Zen データベース  エンジンからカウンター メ ト リ クスの統

計情報を収集するユーティ リ ティです。 これは Prometheus 監視システムおよびその

データ  モデルをサポート しています。
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これらのユーティ リ ティの詳細については、 Actian Electronic Software Distribution Web 
サイ トにアクセスし、 .zip アーカイブをダウンロード してご確認ください。

Apache Kafka コンテナ用の Zen Kafka JDBC Dialect

Zen の Kafka JDBC Dialect は、 Confluent JDBC Kafka Connector 用のカスタム実装であ り、

Apache Kafka と  Zen データベースとのシームレスな統合を可能にします。 このダイアレ

ク トは、 Zen データベース  エンジンで使用される  SQL 実装、 データ型、 および接続要

件に対する最適化されたサポート を提供します。

SQLAlchemy のサポート

Zen v16 SP1 は、 SQLAlchemy Zen Dialect を導入しました。 これは SQL 機能とオブジェ

ク ト  リ レーシ ョナル マッピング機能を備えた、 Zen データベース  アクセス用の Python 

ライブラ リです。 このライブラ リは、 Zen v16 SP1 と一緒にはインス トールされず、 別

途ダウンロードが必要です。 ダウンロードにはクイ ッ ク  スタート  ガイ ドが含まれてい

ます。 このユーティ リ ティの詳細については、 Actian Electronic Software Distribution Web 

サイ トからダウンロード してご確認ください。

サポート されるプラッ ト フォームと廃止予定の機能

• Zen v16 SP1 は、 Windows Server 2025 を正式にサポート します。

• サポート対象プラ ッ ト フォームに関するその他の情報については、 弊社 Web サイ ト

を参照してください。

• 本リ リースにおいて、 廃止された機能はあ り ません。

修正履歴と既知の問題の記録

• 更新された Zen の修正履歴ファイルでは、 Zen v16 およびリ リースされたサービス  
パッ クで修正された不具合や機能強化について記載しています。 

• 更新された Zen の既知の問題ファイルでは、 未解決の技術的な問題および使用上の

問題を リ ス ト アップし、 回避策がある場合は併せて記載しています。 

• これらのファイルおよび Zen v16 リ リース  ノートについては、 弊社 Web サイ ト をご

参照ください。

https://esd.actian.com
https://esd.actian.com
https://www.agtech.co.jp/actian/zen/v16/RequirementsCharts/
https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/zenv16/
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ドキュメン ト

この リ リースのドキュ メン トは、 新機能または変更された機能を反映して更新されてい

ます。 また、 インターネッ ト  アドレス （URL） および製品名の変更や既存の説明をよ

りわかりやすくするための改訂も行われました。
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Zen v16 の新機能

Zen v16 のリ リース、 バージ ョ ン 16.00 では、 以下の新機能と変更が含まれています。

• 255 バイ ト より長いキーをサポートする 16.0 ファイル形式

• 新しいデータ同期ユーティ リテ ィ

• SQL と非 SQL データ  アクセスの統合の向上

• SQL の改善

• パフォーマンスの向上

• ADO.NET のサポート

• Offline Rebuild

• Linux ベースのシステム

• Zen のコンテナ化

• JSON

• Btrieve 2

• サポート されるプラッ ト フォームと廃止予定の機能

• 既知の問題と修正履歴

• ドキュ メン ト

このドキュ メン トは、 リ リース後にも更新される可能性があ り ます。 最新バージ ョ ン

は、 弊社 Web サイ トからご参照ください。 

255 バイ トより長いキーをサポートする 16.0 ファイル形式

• Zen v16 では "16.0" とい う新しいファ イル形式 （ファ イル バージ ョ ン） が導入され

ました。 

• 16.0 形式のファイルの最大キー長は 1024 バイ トです。

新しいデータ同期ユーティ リティ

easysync コマンド  ライン ユーティ リ ティは、 Zen データベース間における新規作成ま

たは更新されたレコードのレプリ ケーシ ョ ンを自動化するための新しい Zen データ同

https://www.agtech.co.jp/products/actian/docs_portal/
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期ツールです。 2 つのデータベースは、 それぞれ異なるサーバー上にあっても、 また同

じサーバー上にあってもかまいません。 同期の頻度は、 ほぼリ アルタイムにするこ と

も、 長い間隔を空けてスケジュールするこ と もできます。 全般的な監視、 エラーの検

出、 予期しない結果のト ラブルシューティングを可能にするログ機能が含まれていま

す。 easysync の説明については、 『Zen User's Guide』 のコマンド  ライン インターフェ

イス ツールのリファレンスで記載しています。

SQL と非 SQL データ  アクセスの統合の向上

• SQL ト リ ガーが定義されているファイルに対して Btrieve オペレーシ ョ ンが正常に

実行されるよ うにな り ました。

• このオペレーシ ョ ンには、 ステータス  コード  149 が返されなくな り ました。

SQL の改善

• ESCAPE を使用した LIKE をサポート します。 
例 ： SELECT c1 FROM Tbl WHERE c1 LIKE '%10‐15!% off%' ESCAPE '!' 

• バインド列に対する  INSERT および UPDATE ステート メン トでは最大 2 GB のデー

タ値をサポート します。 以前の最大値は 64 KB でした。

• ディ スク上の暗号化によ り、 USER.DDF および RIGHTS.DDF ファ イルを保護しま

す。

• ZenCC の Zen データベース  エンジンの ［デバッグ］ プロパティで、 SQL クエ リ  ロ

グ設定と  FETCH ステート メン ト を含めるか除外するオプシ ョ ンも含まれています。

クエ リ  ログのオン / オフの切り替えを有効にするためにエンジンを再起動する必要

はあ り ません。

パフォーマンスの向上

• Step オペレーシ ョ ンのパフォーマンス向上のために MicroKernel でページの先読み

を行います。

ADO.NET のサポート

Zen v16 SDK の ADO.NET で .NET 8 がサポート されるよ うにな り ました。
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Offline Rebuild

Zen v16 では、 Offline Rebuild と呼ばれる、 既存の Rebuild ツールのスタンドアロン コマ

ンド  ライン バージ ョ ンが含まれています。 このユーティ リ ティは、 Zen がインス トー

ルされていないシステムで Zen データ  ファイルを変換するために使用します。 大量の

ファイルやサイズが非常に大きなファイルを リ ビルドする と、 他のユーザーに対する  

Zen データベース  エンジンのパフォーマンスを低下させる可能性があ り ます。 別のシ

ステムでファイルを リ ビルドできれば、 この問題を回避できます。 

また、 Zen v16 では 5.x 形式のファイルを読み取るこ とができないため、 よ り新しい

バージ ョ ンに変換する必要があ り ます。 5.x 形式のファイルを読み取って変換できるの

は、 rbldcli_offline のみです。

このツールは Zen v16 のインス トールには含まれていません。 個別の （ク イ ッ ク  スター

ト  ガイ ド付き） ダウンロード とな り ます。

Linux ベースのシステム

• インス トール スク リプ ト を統合するこ とで、 Zen のインス トールと削除が簡素化さ

れました。

• TAR のインス トールのみがサポート されます。

Zen のコンテナ化

Btrieve ソース  コネクタおよびシンク  コネクタを備えた Docker イ メージを使用した 

Kafka 統合。

JSON

Step/Get Extended JSON クエ リ演算子で、 入れ子になった JSON オブジェク トがサポー

ト されるよ うにな り ました。

Btrieve 2

• 一括取得におけるシステム データ  フ ィールドがサポート されます。

• BRestful API および Document API のサンプル コード と ドキュ メン トが改善されまし

た。
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• Python Package Index （PyPI） を使用して Python パッケージが配布されます。

サポート されるプラッ ト フォームと廃止予定の機能

• 現在 Zen でサポート されているプラ ッ ト フォームの一覧については、 弊社 Web サイ

ト を参照してください。

• 6.x よ り前の形式のファイルはサポート されなくな り ました。 新たに追加された 

Offline Rebuild ユーティ リ ティ を使用すれば、 それらの古い形式のファイルを、 サ

ポート されるファイル形式に変換するこ とができます。

• この リ リースの開発プラ ッ ト フォームと して、 Zen PDAC SDK は廃止されました。

以前のリ リースで開発された PDAC アプリ ケーシ ョ ンは Zen v16 でも引き続き動作

します。

既知の問題と修正履歴

• 更新された Zen の既知の問題ファイルでは、 未解決の技術的な問題および使用上の

問題を リ ス ト アップし、 回避策がある場合は併せて記載しています。 

• 更新された Zen の修正履歴ファイルでは、 Zen v16 およびリ リースされたサービス  

パッ クで修正された不具合や機能強化について記載しています。 

• これらのファイルおよび Zen v16 リ リース  ノートについては、 弊社 Web サイ ト をご

参照ください。

ドキュメン ト

この リ リースのドキュ メン トは、 新機能または変更された機能を反映して更新されてい

ます。 また、 インターネッ ト  アドレス （URL） および製品名の変更や既存の説明をよ

りわかりやすくするための改訂も行われました。

https://www.agtech.co.jp/actian/zen/v16/RequirementsCharts/
https://www.agtech.co.jp/actian/zen/v16/RequirementsCharts/
https://www.agtech.co.jp/actian/download/update/zenv16/
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